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１ 出火日時 

11 月○○日 午後３時○○分 

 

２ 火災概要 

住宅から出火し，出火建物が全焼したほか，隣接建物の外壁等を焼損，出火建物の住

人が顔面にやけどを負ったもの。 

 

３ 原因概要 

住人が石油ストーブに給油した際，カートリッジタンクのキャップをしっかり閉めな

かったため，石油ストーブに戻す段階でキャップが外れ，周囲に灯油をこぼしてしまっ

た。その後，キャップを閉めなおして石油ストーブに収めたが，こぼれた灯油を拭き取

らずに石油ストーブを点火したため，こぼれた灯油に引火し，火災に至った。 

なお，住人のやけどは，出火の際に燃え上がった炎により受傷したもの。 
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▲石油ストーブ周辺の発掘復元状況 

石油ストーブ 

▲カートリッジタンクの状況 

石油ストーブカートリッジタンクキャップ閉め忘れによる火災 

（キャップ閉め忘れにより漏油し，拭き取らずに点火）


